
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 中国浙江省を訪ねて（省衛生学研究所他職員との交流） 

発表学会名 福井新聞社への記事寄稿 
発表者名 松井利夫 

開催場所 福井新聞 

発表日時 平成 21 年 1 月 29 日 （掲載日） 

発表内容 福井県は中国浙江省と友好提携している。1993年以来、県衛生環境研究
センターなどで 2、3年ごとに同省の研修生を受け入れている。2008年 12
月に元研修生らと親交を続ける同センター総括研究員が同省医学科学院

（衛生学研究所）に勤務する元研修生の招きで訪中し、本県や国内での保

健衛生・環境科学分野の調査研究をについて講演し、日中の違いなど意見

を交わした。2回の講演のほか、省疾病予防管理コントロールセンター（Ｃ
ＤＣ）、省輻射（放射線）環境観測センター（ＲＭＴＣ）を視察した。 
講演内容は、当研究センターの概要と役割の他に、近い将来にＰＯＰｓ

条約（ストックホルム条約）において追加項目になると予想される難燃剤

や有機フッ素化合物などの研究状況も含めた。 
中国の温泉療養学（入浴効果）に絡めて、何人かの友人に「入浴方法や

習慣」を質問した。案内役の友人によれば、今から三十数年以上前の子ど

ものころには、日本のような銭湯に入浴した。しかし、現在はマンション

に住みシャワー浴しかしない。もう一人の元研修生は湯船に浸かる入浴が

好きで、数年前に自宅に浴槽付きシャワー室を設けた。家庭での浴槽普及

を妨げているのは、単に経済的な理由だけではないような気がする。 
 
 


